
【R4】空き家実態調査を活用した使っていない家を市場に出すためのサポート体制及び所有者と利活用希望者とを
つなぐシステムの構築 (一般社団法人空き家コミュニティ)

別添資料4

課題 「空き家サポートネットワーク」を設立し、空き家問題解決のための無料相談会を開催し対応してきたが、相
談件数が少ない。相談から解決の途中で相談者の意欲が消えてしまい、空き家の情報が埋もれてしまっている。
県の空き家バンク制度を利用しているが、経過把握やサポートが難しい。空き家の実態調査も行っているが、
データ分析に留まっている。

目的 空き家の実態調査を活用して、空き家情報の把握、空き家の利活用の提案をするために、宇多津町独自の「登
録制度」を作り、眠っている空き家情報を掘り起こし、短期間で利活用の提案をし、空き家の活用につなげる。

取組内容 ①空き家実態調査を活用した空き家の掘り起こし②「活かせる空き家のマッチングシステム」の構築
③出張空き家相談会の開催④「住まいの未来を考えるノート」の書き方セミナー開催⑤取組内容の公表

成果 〇埋もれていた空き家情報、空き家候補、空き家の状態が把握ができた。
○空き家所有者の意思確認が出来た。
〇マッチングシステムの「登録物件」を増やすことができた。
〇空き家所有者が自身の所有する空き家の今後について向き合う時間を持ち、空き家問題の再認識ができた。

●活かせる空き家の掘り
起こしのための実態調査

●活かせる空き家のマッチングシステム
空き家所有者、利用希望者が安心して登録、
利用できるシステムを宇多津町に「活かせる
空き家のマッチングシステム」として設置。
システム利用時には空き家サポートネットワ
ークがサポートする。登録数は、利用希望者
が3名、空き家所有者が2名の登録がある。

●空き家の無料相談会

●出前講座

●空き家の調査表


